
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２号 
令 和 ７年 ７月 ２２日 発 行  

進  路  指  導  部  

・送迎の時間と自分の仕事との兼ね合いが難しかった。福祉サービスも利用した。 

・実習中は毎日疲れて帰宅していた。働くためには体力が必要になる。食事をしっかり摂ることや、早めに

就寝することなど、次の日に備えるように生活を整えていくことが大切だと感じた。 

・できているつもりでも「挨拶、返事、報告の声が小さい。」と実習日誌に記入されることがあった。「で

きる」「努力が必要」には、親も客観的な視点から見ることが大切だと感じた。 

・昼食代や交通費として渡したお金を、おやつ代などに使うことがあった。本人と使用目的や、お金の配分

を確認したりすることが大切だと感じた。 

・外作業が多く、帰宅後すぐに洗濯をする必要があった。自分で泥を落としてから洗濯機に入れるなど、自

立して働くための意識付けをしていきたい。 

秋田県立ゆり支援学校 進路だより 

・生活リズムが変わることで、変化が大きかったのは親の方だった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


